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研究成果の概要： 

 1771 年に宮古・八重山諸島に襲来した明和津波の各島での最高遡上高は、宮古島で約 10ｍ、

多良間島で約 15ｍ、石垣島で約 30ｍと推測される。各島の津波石の年代測定から、明和津波以

前の津波として、西暦 1667 年、西暦 1500 年、約 500 年前、約 1000 年前、および約 2400 年前

の時期が推定される。1951 年のルース台風と 2007 年の台風 4 号の高波による岩塊の打ち上げ

と移動を確認した。沖縄島周辺島の古宇利島の海岸地形から、海食崖の後退規模を推定した。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,700,000 810,000 3,510,000 
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１．研究開始当初の背景 
 琉球列島には毎年のように台風が襲来す
る。一方、過去数千年間にわたっては、何回
かの大津波が琉球列島に襲来した。その結果、
サンゴ礁が剥離され、岩塊群が礁池や陸上に
打ち上げられ、それらのサンゴ礁群は、サン
ゴ礁地形や堆積物の重要な構成要素になっ
ている。 
 これらの津波や台風の高波によって、各島
の海岸（主として更新世の琉球石灰岩からな
る海食崖）も激しい浸食作用にさらされてき
た。その結果、剥離された海食崖の一部は岩
塊となって陸上に打ち上げられる。また、海

食崖に近い陸域で、ほぼ水平な層理面が発達
している地域では、それらの層理面に沿って、
その上方の地層が剥離され、その結果、生産
された岩塊群が、さらに陸側に運ばれている。
一方、海食崖の前方に運ばれた岩塊群は、そ
の後の台風の高波や津波によって再移動し、
礁池などの構成要素になる。 
 こうして、琉球列島の海岸やサンゴ礁は、
台風の高波や津波の営力によって大きく変
化している。換言すれば、琉球列島の海岸や
サンゴ礁の地形変化を考察する上で、台風の
高波や津波は極めて重要な営力と言える。 
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２．研究の目的 
以上の背景を基にした本研究の全体構想

と研究目的は、琉球列島における完新世の津
波と台風の高波による岩塊の移動とその時
期、および海岸地形変化を明らかにすること
である。 
 
３．研究の方法 
（１）サンゴ礁の形成時期、津波あるいは台
風の高波による岩塊の移動時期を推定する
ために、サンゴまたは貝化石を採取し、それ
らの年代測定を年代測定機関に依頼した。 
（２）津波の時期を特定するために、できる
だけ各試料の最新部の箇所を採取するよう
に努めた。 
（３）沖縄島北部の周辺島である古宇利島に
は、円筒状空洞地形とそれを埋積する赤色土
壌が堆積している。それらの赤色土壌の性状
については、土壌の分析機関に分析を依頼し
た。 
（４）以上の地形や地層については、調査日
の潮位に基づく高度を算出した。 
 
４．研究成果 
 研究課題を明らかにするために、沖縄島南
部の港川と知念沖の礁嶺、沖縄島周辺島の宮
城島と古宇利島、宮古諸島（宮古島とその周
辺島の池間島と来間島、多良間島、その北方
の宮古水納島）、八重山諸島（石垣島、その
南方の石西礁湖、竹富島、黒島、波照間島） 
を調査地域とした。研究成果は以下の通りで
ある。 
（１）研究課題の基盤地形である完新世サン

ゴ礁の形成時期と形成過程 
①沖縄島南部の礁嶺―具志頭、港川、および

知念沖― 
 隆起地域である沖縄島南部の具志頭海岸
には、沖縄島で最も発達の良い完新世離水サ
ンゴ礁が分布している。その地域の先行研究
として、これまで合計 7本の掘削が行われた
（河名・菅、準備中）。それによると、6700
～6300 年前に礁池―礁嶺系のサンゴ礁地形
が形成され、6100～5600 年前、上記の礁池が
埋積された。その後 5300～4400 年前、その
沖側に新たな礁原が出現した。一方、本研究
により、その東方の港川では、5600 年前頃、
具志頭の礁嶺形成にやや遅れて礁嶺が形成
され、さらに東方の知念沖の礁嶺は、さらに
遅れて約 4000 年前に形成された。 

以上から、沖縄島南部の礁嶺は、沖縄島で
最も隆起運動が活発な地域である具志頭で
最も早く出現し、その東方に向かうに従い、
順次、新しい時期に形成されたと考えられる。 
②石垣島 
 西部海岸の、通称、アンパル地域（湿地帯）
には海岸沿いに砂州島が発達しており、砂州
島の沖側は干潟になっている。砂州島の内陸

側と沖側から３個のマイクロアトール（ハマ
サンゴ）化石の年代を得た。それによると、
それらの年代は、4000 年前（沖側）～3800
年前（内陸側）、および約 2800 年前（沖側）
を示す。以上から、少なくとも 4000～3800
年前には、砂州島は発達しておらず、当時の
海岸線はアンパル地域の内陸まで入り込ん
で、ハマサンゴを主体とするサンゴ礁が発達
していたと考えられる（ただし、礁嶺は形成
されていなかった）。そのような海侵地形は、
その後約 2800 年前まで継続していた可能性
がある。 
 その後、アンパル地域の南東側に砂嘴が形
成され、さらにその沖側に（現在の海岸線沿
いに）砂州島が形成されたと推測される。 
 以上の地形発達史は、宮古・八重山諸島の
考古学の謎（土器文化から無土器文化への移
行）を考察する上で、基礎的な情報を提供す
ると思われる。 
（２）台風石 
①1951 年のルース台風 
上述した沖縄島南部、知念沖の礁嶺上に、

「ユイサー石」と呼ばれているサンゴ礁岩塊
がある。現地での聞き取り調査によると、そ
の岩塊は 1951 年のルース台風の高波によっ
て反転して打ち上げられ、5.6×4.8×3.04ｍ
の大きさを有する巨大な台風石である。 
②2007 年の台風 4号 
沖縄島南部、荒崎海岸の海抜 15ｍ以下の段

丘面上には、更新世琉球石灰岩の岩塊が多数
点在している。その中の１つの岩塊（3.0×
1.8×1.2ｍ）は、2007 年の台風 4号の襲来前
には、海岸から約 25ｍ内陸の海抜約 6.5ｍに
あったが、台風 4号の高波によって、最初は
西北西方向に約 6ｍ移動し、その後、北に約
25ｍ移動した（最終地点：海抜約 8ｍ）。以上
の諸現象が過去何回も繰り返されたことに
よって、当地域における表層の琉球石灰岩の
剥離地形が形成されてきたものと考えられ
る。 
台風 4号は西方の喜屋武海岸のサンゴ礁岩

塊（上述の 1951 年ルース台風の高波によっ
て打ち上げられた岩塊）を、北北西に約 2.6
ｍ、再移動させた。 
（３）台風石あるいは津波石 
 沖縄島東部の周辺島である宮城島の東海
岸には、琉球石灰岩の岩塊が多数分布してい
る。それらの１つにはノッチが刻まれている
が、その後退点高度（ノッチの最も窪んだ箇
所の高度）は水平ではないので、近くの琉球
石灰岩の箇所から剥離されて、斜めに着地し
た岩塊と推測される。 
海岸線沿いの沖側には、それらの岩塊群の

南方に、以前の「キノコ岩」の上半部が剥離
されて、下半部しか残存していないと推測さ
れる琉球石灰岩の残存地形が点在している。
以上の特徴から考えると、上述の岩塊群は、



 

 

島の南から北への大波によって以前の「キノ
コ岩」群の上半部が剥離され、それらの上半
部が移動し、転石となって分布しているもの
と推測される。ただし、その時の大波の要因
が台風の高波か津波かは、現時点では、はっ
きりしない。 
 当地域の海食崖は第三紀の泥岩から構成
されており、海抜１～３ｍの箇所には、サン
ゴや貝の化石を含む海成層が薄く堆積して
いる。それらの上部には、巨大な琉球石灰岩
の岩塊が乗っている。以上の特徴から考える
と、それらの海成層や琉球石灰岩の岩塊は、
上述の大波によって打ち上げられた地層と
推測される。上記の海成層を構成しているシ
ャコガイの年代が約 1700年前を示すので（本
研究）、大波の時期は約 1700 年前よりも新し
い、ある時期と推測される。ただし、その時
期は、現時点では特定できない。 
（４）1771 年明和津波 
①遡上高 
 各島の最高遡上高は以下の通りである。宮
古島：約 10ｍ、伊良部島：約 10ｍ、多良間
島：約 15ｍ、石垣島：約 30ｍと推測される。 
②津波石 
 宮古島のマイバー浜（東平安名岬の付け根
の南側の海岸）の西海岸には、多数のハマサ
ンゴ化石群が点在している。その中には、あ
るハマサンゴの側面に、別のハマサンゴが、
それまでのハマサンゴの成長方向とは異な
る方向に成長した、見かけ上、1個の岩塊に
なっている岩塊が、少なくとも２つある（そ
れらを A岩塊と B岩塊と呼称する）。このよ
うに、見かけ上、1つの岩塊が、実際には 2
個の岩塊から構成されている岩塊は、筆者の
これまでの調査では未確認の岩塊で、極めて
貴重な岩塊と言える。上述したように、それ
らの岩塊は実際には 2個のハマサンゴが密着
しているので、それらの岩塊のハマサンゴを、
各々、A1、A2、B1、B2 と呼ぶことにする（各々、
数字の１の方が２よりも古いとする）。 
 このうち、A岩塊の中の A2 の最新部の年代
は西暦 1771 年を含んでいるので、明和津波
で打ち上げられた岩塊と推測される。明和津
波の時期を示す津波石は、宮古島では本研究
で初めて確認された（A2、B1、B2 については
後述する）。 
（５）西暦 1667 年の地震と津波 
 歴史書の『球陽』によると、1667 年に地震
があり、宮古島の洲鎌村で約 1200 坪の畠が
約１ｍ陥没し、水田になったとの記述がある。
渡辺（1985）はこの記述を基に、宮古島近海
に震源域を推定した。 
 一方、別の歴史書の『八重山島年来記』に
よると、同年（1667 年）、石垣島でも地震が
発生し、「島中の所々が崩れた。大川村の井
戸に水を汲みにきた女性が埋まったので、人
夫を使って掘り出した。それ以後、その井戸

を釣り井戸にした。」との記載がある。以上
から、1667 年には、宮古島から石垣島にかけ
ての広範囲にわたって、大地震が発生したと
考えられる。 
 筆者は、この地震に伴って津波が発生した
可能性を検討するために、各地の津波石の年
代を測定した。その結果、以下の諸点が明ら
かになった。 
①宮古島のマイバー浜 
 上述した A2の岩塊の最新部の年代は、1667
年の時期を含んでいる。以上から、A岩塊は、
おそらく礁池内にあったハマサンゴ（A1）が
1667 年の津波で礁池内を移動し、その後、そ
のハマサンゴ（A1）を土台にして、新たなハ
マサンゴ（A2）が成長した。約 100 年後の 1771
年に再び津波（明和津波）が襲来し、それま
でのハマサンゴ（A 岩塊：A1＋A2）が海岸に
打ち上げられたと考えられる。 
②石西礁湖 
 石垣島と西表島の間のサンゴ礁は「石西礁
湖」あるいは「石西礁」と呼ばれている。そ
の東部のサンゴ礁は、沖側に礁嶺が発達する
サンゴ礁地形の堡礁になっており、石垣島の
南部から南下する「アーサー干瀬」と、その
南西側に発達する「ウマノファ干瀬」からな
る。このうちウマノファ干瀬には、「午ノ方
石」と呼ばれているサンゴ礁岩塊がある。 
 一方、古文書の『奇妙変異記』には、時代
未記載の大波による岩塊の移動についての
記述がある。これらの岩塊を移動させた大波
の時期ははっきりしないが、各岩塊の記載が
詳細であること、および『奇妙変異記』が明
和津波の古文書『大波之時各村之形行書（な
りゆきしょ）』の末尾に収録されていること
から考えて、それらの岩塊は明和津波で移動
した岩塊と推測される。 
 これららの岩塊の１つに、「ふくらおり石」
と呼ばれる岩塊がある。『奇妙変異記』によ
ると、その岩塊は、当初、石垣島南部の糸数
浜にあったが、大波でアーサー干瀬に移動し
たという記述がある。現在、アーサー干瀬に
は、それに該当する岩塊はないが、そのすぐ
南側のウマノファ干瀬には、午ノ方石と呼ば
れているサンゴ礁岩塊がある。現地での聞き
取りによると、ウマノファ干瀬は、現在でも 
アーサー干瀬と呼ばれているので、午ノ方石
は上記の「ふくらおり石」の可能性が大きい
と言える。 
 本研究において、午ノ方石の最新部の年代
は 1667 年を含むことより、上記の「ふくら
おり石」は 1667 年の津波で石垣島の南部海
岸に打ち上げられ、その後、1771 年の明和津
波の引き波で数ｋｍ移動して、ウマノファ干
瀬に運ばれたものと考えられる。 
③黒島 
 北西海岸に打ち上げられたハマサンゴの
年代は 1667 年を含むので、この岩塊も 1667



 

 

年の地震に伴う津波によって当地域に打ち
上げられた岩塊と考えられる。 
 以上から、1667 年の地震は、当初考えられ
ていた宮古島近海での地震ではなく、石垣島
も含む広域の地震と考えられる。また、その
地震に伴って、宮古島から石垣島・黒島にか
けての広範囲にわたって津波が襲来したと
考えられる。 
④西表島の南東部、南風見海岸 
 当地域の海岸には原地性のハマサンゴの
化石がある。その最新部の年代は 1667 年を
含む。以上の現象は、1667 年の津波によって、
それまで生息していたハマサンゴが成長を
停止し、その後、現在まで化石のままの状態
が継続している可能性が示唆される。 
（６）西暦 1500 年頃の津波と地震 
 宮古島のマイバー浜（前述）に打ち上げら
れている別のハマサンゴ化石の年代（２件）
は、いずれも西暦 1500 年頃を示し、その頃、
宮古島一帯に津波が襲来した可能性を示唆
している。 

朝鮮人漂流記によると、1462 年当時、宮古
島の西方に位置する下地島の住民からも歓
待されたとの記述がある。このことから、当
時、下地島にも集落があったと考えられる。  
西暦 1462 年は、上記の推定津波襲来時期（西
暦約 1500 年頃）よりも古い時期（津波襲来
時期よりも以前の時期）を示している。  

一方、次のような伝承がある。下地島の西
部に、「きどまり」という集落があったが、
ある夜、子供が泣き叫んだので、となりの伊
良部島に行った。翌朝、「きどまり」に戻っ
たら、その集落は 吞波に まれ、村中、跡形も
なく洗い尽くされていた。  
 以上の伝承は、西暦 1500 年頃、宮古島や
下地島一帯に津波が襲来したと考えると、つ
じつまが合う。以上から、本研究で得られた
宮古島マイバー浜のハマサンゴ化石の年代
は、西暦 1500 年頃の津波の襲来を示してい
ると考えられる。 
（７）約 500 年前、約 1000 年前、および 2400

年前の津波の襲来 
①宮古島、マイバー浜 

当地域におけるハマサンゴ化石の年代は
約 500 年前と約 1000 年前（前述の B 岩塊の
B1、B2）、および別のハマサンゴ化石の年代
（約 1000 年前）を示す。 
②石垣島、嘉良嶽南方 
 津波石の最新部の年代は約 2400 年前を示
す。以上の年代（約 500 年前、約 1000 年前、
および約 2400 年前）は、河名・中田（1994）
の津波襲来時期に一致している。以上から、
これらの時期に宮古・八重山諸島に津波が襲
来したと考えられる。 
（８）多良間島と宮古水納島の津波石 
 多良間島の陸上には、巨大な琉球石灰岩の
岩塊が点在している。これらの供給源は、島

の西方の丘陵と考えられるので、ある時期に、
島の西方から東方に向かって大津波が襲来
した可能性がある。明和津波の遡上域（中田、
1990）から考えると、多良間島における明和
津波の遡上は、島の南東から北西に向かった
と推測されるので、上述の津波は明和津波と
は別の、ある時期の津波と考えられる。ただ
し、その時期は、現時点では特定できない。 
 一方、多良間島の北方に位置する宮古水納
島の南岸には、数個の琉球石灰岩の岩塊群が
ほぼ東西方向に列状に配列している。これら
の岩塊の供給源は、海岸の地質から判断して、
その東方の岬と推測されるので、それらの岩
塊を移動させた津波は東から西に向かった
と考えられる。その方向は明和津波の襲来方
向とは異なっているので、明和津波とは別の、
ある時期の津波と推測される。ただし、その
時期は、はっきりしない。 
（９）古宇利島 
 島の北海岸一帯には、琉球石灰岩を浸食し
て形成された円筒状の空洞地形が多数分布
している。これらの地形には、一部に赤色土
壌が埋積し、ある赤色土壌は固結している。
これらの地形や堆積物の発達史は以下のよ
うに推測される。 
 現在よりも相対的に高い海水準の下で、当
時の海岸に接する琉球石灰岩に溶食凹地が
形成され、それらの溶食凹地に礫が入り込み、
次第にポットホールが形成された。その後、
海水準は相対的に低下し、それに伴って、ポ
ットホールも下方に浸食されていった（下方
浸食の促進）。その後、それらのポットホー
ルには、周囲から赤色土壌が入り込み、その
一部は、さらに固結していった。固結した赤
色土壌は、ノッチの下部から垂れ下がったり、
ノッチ前方の礁原に堆積している。以上から、
琉球石灰岩の海食崖は、以前は現在よりも沖
側に位置していたが、その後の浸食作用によ
って次第に後退していったと考えられる。 
 以上の特徴を有する当地域の海岸一帯は、
海食崖の後退様式を考察する上でも貴重な
海岸と言える。 
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